
 

湖
国
滋
賀
に
春
を
訪
れ
を
告 

げ
る
「
び
わ
湖
開
き
」
も
開
催 

さ
れ
、
今
年
も
桜
が
舞
う
季
節 

と
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、 

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
こ
の
度
、
平
成
26
年
度 

予
算
を
審
議
す
る
本
会
議
が
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

消
費
税
の
増
税
が
実
施
さ
れ 

る
中
で
、
低
・
中
所
得
層
に
与 

え
る
影
響
を
考
え
る
と
、
即
効 

性
が
あ
る
地
域
経
済
対
策
や
雇 

用
対
策
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

 

今
回
の
議
会
で
は
、
そ
う
し 

た
時
期
性
を
考
慮
し
た
政
策
の 

実
施
を
市
に
対
し
て
提
案
し
、 

併
せ
て
強
く
要
望
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
市
民
生
活
の
向 

上
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
取 

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ご
厚
情 

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上 

げ
ま
す
。 
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平成26年2月本会議 藤井哲也議員一般質問 

■会派所属議員 
  

藤井哲也（ふじいてつや） 

１ 

大
津
経
済
活
性
に
向
け
た
先
進
企
業
の
振
興
対
策 

２ 

人
事
評
価
結
果
の
職
員
給
与
・
賞
与
へ
の
反
映 

３ 

小
中
学
生
へ
の
英
語
教
育
充
実 

４ 

市
の
総
合
電
話
窓
口
の
設
置
準
備 

５ 
「
地
域
運
営
学
校
」
開
始
準
備 

 

近
年
取
り
組
み
が
弱
か
っ
た
中
小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
成
長
支
援
を
中
心
と
し 

た
地
域
産
業
の
活
性
化
策
。
今
後
増
え
続
け
る
こ
と
が
確
実
な
大
津
市
の
福
祉
・
教
育
の 

予
算
を
ま
か
な
う
た
め
に
は
、
更
な
る
行
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
と
同
時
に
地
域
産
業
の 

活
性
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

 

新
た
に
「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
」
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
産
業
振
興
の
基
本
計
画
策
定 

に
向
け
た
本
格
検
討
も
開
始
さ
れ
ま
す
。 

  
 

 
 

[

提
案
時
期] 

平
成
25
年
2
月
、
同
年
9
月
、
同
年
12
月
の
各
本
会
議
ほ
か 

 

行
政
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
粘
り
強
く
提
案
し
て
き
た
の
が
、
人
事
評 

価
結
果
の
処
遇
反
映
で
す
。
が
ん
ば
っ
た
職
員
に
は
昇
給
を
行
い
、
成
績
の
す
ぐ
れ
な
い 

職
員
は
昇
給
を
抑
え
る
。
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
の
で
引
き
続
き
提
案
を
行
い
ま
す
。 

  
 

 
 

[

提
案
時
期] 

平
成
23
年
６
月
、
平
成
24
年
2
月
、
同
年
9
月
の
各
本
会
議
ほ
か 

 

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
に
、
小
中 

学
生
へ
の
英
語
教
育
の
充
実
。
大
阪
の
事
例
を
参
考
に
、 

市
内
小
中
学
校
へ
の
視
察
を
重
ね
、
議
会
提
案
を
行
っ
て 

き
ま
し
た
。
外
国
語
講
師
の
大
幅
拡
充
な
ど
が
実
現
。 

  
 

 
 

[

提
案
時
期] 

平
成
24
年
12
月
の
本
会
議
ほ
か 

 

現
在
、
市
に
電
話
で
連
絡
し
て
も
「
た
ら
い
ま
わ
し
」 

は
日
常
茶
飯
事
。
数
千
人
規
模
の
企
業
で
は
当
た
り
前
の 

総
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
。
実
現
に
向
け
て
調
査
費
が
計
上 

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
開
設
予
定
で
す
。 

  
 

 
 

[

提
案
時
期] 

平
成
25
年
6
月
の
本
会
議
ほ
か 

 

学
校
運
営
に
地
域
住
民
が
参
画
す
る
「
地
域
運
営
学
校 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
」
。
準
備
予
算
が
計
上
。 

  
 

 
 

[

提
案
時
期] 
平
成
24
年
12
月
の
本
会
議
ほ
か 

◆ みんなの党大津の重点政策 ◆ 

【１】地域経済の活性 
化によって法人税など 
の市税収入を増やす！ 

【２】徹底した行財政改革 
を行い、無駄遣いをなくす！ 

【３】増えた 
 税収によっ 
 て教育環境 
 と雇用環境 
 を良くする！ 



 

■ 

ご
み
減
量
政
策
・
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て 

平成２６年度当初予算に対して修正案に賛成！市長案には反対 

  
 

 

越
市
長
は
偽
装
評
価
で
市
民
を
騙
し
て
は
い
け
ま
せ
ん 

  
 

 
 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
進
捗
率 
約
80
％ 

は
誤
り
で
あ
る 

市議会で
の主張② 

【提案した政策②】 伊香立南庄の環境対策充実を！ 【提案した政策①】 大津市民病院のあり方検討を！ 

市議会で
の主張③ 

  
 

 

市
長
ら
（
常
勤
の
特
別
職
）
が
受
給
し
て
い
る
「
地
域
手
当
」
は 

  
 

 
 

 
 

報
酬
の
二
重
取
り
。
即
時
廃
止
す
べ
き
で
あ
る 

 論 点 の ク ロ ー ズ ア ッ プ 解 説  

◆ 市国民健康保料が来年いきなり15%アップ？ ⇒ 激変緩和を！ 

 地域医療の質を高めるために、「大津市民病院の経営形態の 
あり方」について、公設民営化、地方独立行政法人化、大学病 
院化などについて具体的に検討していくべきと提案しました。 
 現在、市民病院は約１５０億円の負債を抱えており、毎年５ 
億円程度の税を投入しています。これは、地方公営企業法に基 
づいた組織や人事の制約があり、改革の阻害要因になっている 
からです。市からは、「検討していく」との答弁がありました。 < 現地の状況 > 

 大津北部の南庄で、搬入された 
土砂から基準値を超える、シアン 
化合物や亜鉛が検出された案件。 
 昨年の現地視察時点では、沈殿 
池などの流出対策が不十分であり、 
近くを流れる川に流入しないよう、 
さらなる対策を求めました。 

【世帯所得層別の  
 国保の加入率】 

 平成２６年度予算の 
市長案における最大の 
問題点は、２００万円 
未満の低所得世帯が多 
く（約７５％）加入し 
ている国民健康保険料 
が１５％もアップされ 
るという問題です。 
 

 消費増税が行われて 
可処分所得が減るこの 
タイミングで、さらに 
低所得世帯の負担が高 
まると、保険料を支払 
えない人も増える恐れ 
があります。 
 

 激変緩和のため、追 
加の繰入れが必要です。 

 
■ 
ご
み
減
量
政
策
・
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て 

市議会で
の主張① 

  
 

 

平
成
26
年
度
、
消
費
税
ア
ッ
プ
で
生
活
が
困
窮
す
る
、 

  
 

 
 

低
所
得
者
向
け
の
対
策
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る 

７９．７％ ６４．７％ 
総合 
評価 

越市長の 
自己評価 

議員による 
第三者評価 

評価者 

９２．５％ ７６．９％ 子育て 

６２．７％ ５６．４％ 介護医療 

８６．７％ ６４．４％ 観光振興 

７１．１％ ５０．５％ 産業振興 

９０．４％ ７６．８％ 防災対策 

９０．０％ ５５．０％ 行政改革 

政策課題ごとの進捗 率評価 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
２
年
目
進
捗
率
評
価 

【
質
問
の
概
要
（
藤
井
）
】 

  

増
税
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
市
は
「
子 

育
て
」
「
英
語
教
育
」
な
ど
を
重
視
し
て
い
ま 

す
が
、
新
た
な
「
低
所
得
者
対
策
」
は
見
ら
れ 

ま
せ
ん
。
実
質
賃
金
は
下
が
り
続
け
て
お
り
、 

市
民
の
生
活
は
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
り
ま
す
。 

 

新
た
に
低
所
得
者
対
策
は
講
じ
て
は
？ 

 

【
答
弁
の
概
要
（
結
城
総
務
部
長
）
】 

  

消
費
増
税
に
よ
る
市
の
実
質
的
な
増
収
は
な
い
。 

（
仕
入
れ
物
品
等
に
税
が
乗
り
、
地
方
消
費
税
交 

付
金
な
ど
と
相
殺
さ
れ
る
た
め
） 

 

そ
の
た
め
、
新
た
な
低
所
得
者
対
策
は
講
じ
る 

財
源
は
な
く
実
施
し
な
い
。 

 

国
予
算
の
生
活
困
窮
者
等
自
立
支
援
を
行
う
。 

 

【
質
問
の
概
要
（
藤
井
）
】 

  

市
長
が
設
定
し
て
い
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
目 

標
が
、
自
分
に
都
合
よ
く
改
ざ
ん
さ
れ
た
上 

で
、
進
捗
率
を
約
80
％
と
評
価
・
公
表
し
て 

い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
改
ざ
ん
前
の
目
標
を
当
て
は
め
て 

評
価
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
実
際
の
進
捗
率
は 

約
65
％
で
あ
り
ま
し
た
。
市
長
の
自
己
評
価 

は
偽
装
評
価
で
す
。
発
言
訂
正
し
て
は
？ 

 
 【

答
弁
の
概
要
（
大
西
政
策
調
整
部
長
）
】 

  

今
回
、
進
捗
率
評
価
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、 

当
初
設
定
し
て
い
た
目
標
を
見
直
し
た
。 

  
※

越
市
長
自
身
が
行
っ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
進
捗 

 
 

率
評
価
に
関
す
る
質
問
で
し
た
が
、
市
長
は 

 
 

答
弁
を
避
け
、
発
言
訂
正
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

【
質
問
の
概
要
（
藤
井
）
】 

  

市
長
ら
常
勤
特
別
職
に
は
地
域
実
情
を
考 

慮
し
た
報
酬
と
は
別
に
手
当
が
支
給
さ
れ
て 

い
ま
す
。
市
長
が
「
廃
止
す
る
」
と
述
べ
て 

か
ら
２
年
経
ち
ま
す
。
い
つ
廃
止
す
る
？ 

【
答
弁
の
概
要
（
越
市
長
）
】 

  

（
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
が
、
自
分
で
は
削 

減
額
な
ど
を
判
断
で
き
な
か
っ
た
た
め
）
平
成
26 

年
度
中
に
、
第
三
者
に
よ
る
審
議
会
を
開
き
、
地 

域
手
当
を
含
む
報
酬
額
に
つ
い
て
答
申
を
受
け
る
。 

 平成２６年度予算案には、これまで提案して
きた課題（新人事制度や産業活性策など）に一
定の評価はできるものの、いくつかの課題があ
り、修正案を提出いたしました。市長案の問題
点は以下の３点です。 
 

● 国民健康保険料が前年比１５％アップ 
 

 医療費の大幅増に伴い、繰越金が枯渇しまし
た。基金から２億円を追加繰り入れし、アップ
率を８％に抑える修正案を提出し可決しました。 
 

● 市長による極めて不透明な予算編成 
 

 越市長は、私的つながりを持つ商社の事業提
案会を開催し、その後、担当職員に詳細な予算
要求指示を出しました。議会でも市長の法令順
守を求める決議提出されました。 
 

● 嘱託職員弁護士の雇用 
 

 職員不祥事の総括もできていない段階で、顧
問弁護士もいるにも関らず、新たに不祥事対策
と称し嘱託職員 弁護士を雇用。（８７９万円） 
 


